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■ 本書の構成と使用方法

　本書は、インプラントの専門医を目指す歯科医師のための研修カリキュラムに基づいて作られたマニュアル本であ
る。カリキュラムでは、到達目標として、一般目標（general instructional objective：GIO）と行動目標（specific 
behavioral objectives：SBOs）が設定さている。GIOとは、その教育により期待される成果を指し、専門医研修の
GIOは、「専門医として適切な医療を行うために、インプラント治療に必要な態度、知識、技能を身につけること」で
ある。SBOsとは、観察可能な具体的行動、すなわち動作を伴う態度や技能だけでなく、暗記し、理解し、応用するな
ど、知識の領域も含まれる目標である。
　本書では、到達目標が確認しやすいよう、各章のはじめにGIOと SBOsのチェックリストを掲載し、さらに SBOs
の細目では、修得すべきGIOを   技技知知態態   のマークで記載した。また、重要事項・用語は本文中に太字で示した。
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